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【研究報告要 旨】

本研究の 目的は、事実婚や同棲 とい う法律婚の外部にある共同生活が どのよ

うに実践 されているかを明 らかにす ることである。事実婚や同棲 におけるカ ッ

プルの生活に注 目す ることによつて、法律婚 によつて形成 され る 「標準的な」

家族の外部にある共同性やケアの実践を描 き出す とともに、それが どのよ うな

理 由で 「家族」外で生 じるのかを明 らかにす ることを試み る。近年、 これまで

家族によつて担われてきた諸機能が、法律婚 によつて結びついたカ ップル とそ

の間に生まれた子 どもが形成す る家族の外部 において担われ るとい う事態が注

目されてお り、本研究は、 日本社会における家族の現在 を浮かび上が らせ るも

のでもある。

以上の 目的を達成す るために、まずは文献調査によつて、同棲 をめぐる海外

の研究動向 と日本における事実婚の位置づけの歴史的変遷 を検討 した。その う

えで、 日本社会において事実婚お よび同棲の経験 をもつ 18名 の人々を対象 に

したインタビュー調査 を実施 した。いずれの研究成果 も、 これまでの 日本 にお

ける先行研究ではあま り焦点を当て られてこなかつた事実婚お よび同棲の様 々

な側面を明 らかにす るもの となつている。
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The purpose ofthis study is to document the communal life outside legal

marriageo Focusing on the common‐ law marriage and cohabitation,we try to

reveal how they share their daily lives and care for each other outside the

so‐ called standard family based on legal marFiage and lwhy they do sO

outside``The Fanlily''.Recently,it is often argued that the function that was

carried out by the family is being carried out outside the faΠ lily consisting

Oflegally married couple and their biological children.So this study aims to

also describe the contemporary dilnension of family life.

First,we reviewed the foreign literatures on cohabitation and examined

the process of historical construction of the conlmon‐ law marriage in Japane

Then,we interviewed 18 people who were or had been involved with the

comlnon‐ law marriage or cohabitation in Japanese society.The results

illuminate the aspects of the conlmon‐ law marriage and cohabitation that

existing Japanese studies have rarely focused on.


